
（令和4年4月6日実施）

図 書 名 等 聴 き 取 り 内 容

Charles Comics No.205
主任のエロさ、コンプラ違
反です！

設定がシンプルで、画力もあり読みやすい。強制感がない恋愛物語。性器は白抜きされて
いるが、若干男性器の形状がわかるレベル。性器の登場回数や主張的すぎるシーンが青年
レベルを超えていると感じ、指定該当やむなし。

令和4年4月15日発行
性器の消しは割と配慮はある。人格否定はなし。ただ、局部を強調している性的シーンが
多く、指定該当やむなし。

性器は白抜きで処理されているものの、形状が判別できる。また、体液描写が異常に多
く、擬音も多い。結合部に寄った絵や、局部のアップなど、ことさら性器を見せるような
アングルが多く、卑わい感がある。指定該当。

強制的・暴力的な描写はなく人格否定は見受けられない。淡々とセックスを楽しむストー
リー。性器の修整も白抜きされているが、一部形状がわかる部分があり、挿入描写も多
い。しかも裸体・開脚時の描写が多い。また、精液描写が誇張され激しすぎる。擬音も多
い。指定該当。

性交の場面が多く、体液・擬音の描写も多い。性器は白抜きで配慮されているが、卑わい
感はぬぐえない。指定該当。

修整が甘いところがあり、性描写も多く指定やむなし。

ストーリーは純愛を描いているが、性器が白抜きになっているものの形が分かり白抜きに
なっていることで結合部が目立ち、卑わい感を助長している。体液描写、擬音も多い。指
定該当。

性器は全部白抜きで輪郭は分かるもののリアルな形状とは言い難い。それなりの配慮は見
られる。一方、体液描写が多く、性交シーンにページを割いている所は、卑わいさを抑え
ようとする意図があるとは言い難い。男性2人の純愛を描くストーリー性自体は全く問題
がないので、性器修整の配慮と、体液描写や性交シーンの多さを天秤にかけ、結論として
は後者の卑わいさが影響大と考える。指定該当。

お互いが相手の感情を思いやりつつ、性行為が延々と繰り返されている内容。心情表現の
み読み取れば、これほどの純愛な物語は珍しいのではないか。性描写はとても多く、判断
に迷う。保留。

男性器が白抜きで修整してあるが、形がはっきりと分かる。内容が青少年に悪影響をあた
えるかどうか判断がつかず。保留。

軽いタッチのオフィスラブ。性的行為の描写は多いが、露骨で卑わいとまでは感じない。
性器修整もされており、人格を否定する性的行為を容易に連想させるとも言い難く、指定
非該当。

上司と部下という関係において、心のやり取りが描かれており、一定のストーリー性を感
じる。強制性や犯罪性、人格否定は感じない。擬音・体液の描写が若干多いが、指定非該
当。

人格否定の描写がなく、性的行為を露骨に描写し卑わいな感じを与えるかどうかが論点。
結合部位のアップと体液が露骨で卑わい感を出しているともいえるが、性器が白抜きされ
ていること、絵が淡白であること、性的行為シーンでのモノローグ、セリフなど文字の多
いことから卑わい感が軽減されている。指定非該当。

大人同士の恋愛漫画。人格否定的要素はない。後半部分は主人公同士の恋愛感情が成就さ
れた感情の盛り上がりから性交シーンが多くなるが、物語上の必然で過剰とは言えず、全
編大部分ではない。後半の液体表現には工夫の余地ありだが、修整にも配慮がある。指定
非該当。

条例第18条の２第２項に規定する自主規制団体からの聴き取り結果
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